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［成果情報名］温州ミカン「北原早生」のβ－クリプトキサンチン濃度 

［要約］温州ミカン「北原早生」のβ－クリプトキサンチン濃度の下限値は、Brix 12％

以上の階級で可食部 100g 当たり 1.6 mg である。β－クリプトキサンチン濃度と Brix の

間に高い相関が認められ、Brix による成分濃度のモニタリングが可能である。 
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下限値  
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［対象項目］果樹     ［専門項目］流通利用    ［成果分類］行政対応  
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［背景・ねらい］ 

平成27年4月から開始された「機能性表示食品制度」では、安全性と機能性に関す

る科学的根拠などの事項を消費者庁長官に届け出ることで食品の機能性表示が可能

になった。温州ミカンに含まれるβ－クリプトキサンチンは骨の健康を保つ機能があ

ると報告されていることから、本県独自品種の「北原早生」でも機能性表示食品とし

ての販売により付加価値向上が期待されている。 

そこで本制度による届出を目的に、「北原早生」の産地、選果日別のβ－クリプト

キサンチン濃度を分析して下限値を算出するとともに、届出後の成分濃度のモニタリ

ングに必要なBrixとの相関関係を明らかにする。 

 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．県内４産地で選果日別に糖度センサーにより選果した「北原早生」の上位階級（平

均Brix 12.1～13.2％）のβ－クリプトキサンチン濃度の平均は、可食部100g当た

り2.3～2.6mgである（表１）。 

 

２．機能性表示食品の届出に必要な下限値は、農林水産省が示した「食品の機能性表示

範囲候補値プログラム」を用いて算出するとBrix 12％以上の階級で可食部100g当たり

1.6mgである（表１）。 

  

３．果実の β－クリプトキサンチン濃度と Brix の間に高い相関が認められ、Brix による

β-クリプトキサンチン濃度のモニタリングが可能である（図１）。 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「北原早生」の機能性表示食品届出のための資料として活用できる。 

 

２．「北原早生」の他の階級（Brix12％未満）や他品種で届出を行う場合は、改めて

サンプリングと分析を行う必要がある。 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

 

表１ 「北原早生」の産地・選果日別の β－クリプトキサンチン濃度と下限値 

（平成 27 年） 

産地 選果日 
β-クリプトキサンチン濃度 

（mg・100g-1 ） 

 Brix 

（％） 

  
平均値 最小値 最大値  平均値 

A 10 月 19 日 2.3 1.8 2.8  12.8 

 
10 月 26 日 2.3 1.7 3.2  13.2 

 
11 月 2 日 2.5 1.9 3.5  12.9 

B 10 月 20 日 2.5 1.4 3.1  12.4 

 
10 月 26 日 2.3 1.6 2.8  12.1 

C 10 月 20 日 2.6 2.3 2.9  12.2 

 
10 月 28 日 2.5 2.1 3.0  13.0 

D 10 月 30 日 2.6 2.1 2.8  12.5 

 
11 月  2 日 2.4 2.3 2.7  12.7 

β－クリプトキサンチン濃度の下限値

（mg・100g-1） 
1.6   

 

注）1. 糖度センサーにより選果された上位階級（Brix12％以上）の果実から、産地

および選果日を考慮して430果をサンプリングし、うち120果を無作為に抽出し

て分析した。 

2. 可食部100g当たりの下限値は、「食品の機能性表示範囲候補値計算プロ

グラム」（農林水産省、平成28年）を用い、集団カバー率0.95、信頼水

準0.95に設定して算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「北原早生」の β－クリプトキサンチン濃度と Brix（平成 27 年） 
注）1. 表１に示す上位階級果実 120 果および下位階級果実 78 果、計 198 果の分析結果。 

2. ***は、0.1％水準で有意。 

 

［その他］  

研究課題名：県産農産物の機能性成分の分析  

予 算 区 分：県単事業（県産農産物機能性表示支援事業）  

研 究 期 間：平成27年度（平成27～28年）  

研究担当者：江嶋亜祐子、浦 広幸 

y=0.2483x-0.7868 

r=0.741*** 


